
MICRO ACEの新製品
鉄道模型マイクロエース

2022年9月
株式会社マイクロエース

製品の仕様・価格・発売時期は予告なく変更することがありますので、予めご了承願います。

A8506 DD18-3 ラッセルヘッド付
予価：22,770円（本体価格20,700円）

JANｺｰﾄﾞ：111741 ｶｰﾄﾝ内入数：24

商品形態 Nゲージ塗装済完成品（素材：ABS樹脂製 対象年齢：14歳以上 紙箱入り（A8506）、単品プラケース入り（A8507））

実車

商品概要

オプション

付属品 なし

•マイクロエースディーゼル機関車シリーズの更なる充実
•人気のディーゼル機関車DD51のバリエーション製品2点
•ヘッドライト点灯

A8507 DD51-18 3次型
予価15,180円（本体価格13,800円）

JR東日本商品化許諾済

新幹線用の除雪用ラッセルディーゼル機関車

ボンネット前面の白帯が一直線の初期量産車

JANｺｰﾄﾞ：111758 ｶｰﾄﾝ内入数：24

なし

JR東日本では新在直通区間の除雪用として当時余剰となっていたDD51形ディーゼル機関車とDE15形の
複線用ラッセルヘッドを組み合わせ、1435mmに改軌したDD18を登場させました。当初は山形新幹線用とし
て1991年に2台が改造された後、秋田新幹線の開業に際して1996年に新たに3台目が改造され、それぞれ
冬季の安定した運行を支えました。後継となる除雪機械の導入により3号機は2007年に引退しました。
国鉄の生み出した本線用傑作ディーゼル機関車であるDD51の創成期にはさまざまな試行錯誤が行われ
ており、趣味的に興味深い形態変化を伴っていました。3次型として製造された5号機から19号機までのグル
ープは2号機から4号機までの2次型をベースに中間台車の空気バネ化による可変軸重対応や燃料タンク
の容量増加などの改良が行われたグループです。18号機は1964年に盛岡機関区に新製配置、1966年から
は吹田第一機関区を根城に城東線や福知山線など近畿地区で活躍が見られましたが1985年に引退しまし
た。

 DD18をラッセルヘッド付で製品化

 A8512（2008年6月出荷）を基にしたバリエーションモデル

 運転室のHゴムが黒色化された後の姿

※部品共用のため一部実車と異なります
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 前面の塗り分けに特徴があった5号機から19号機
までのグループを製品化

 下部がストレート型のデッキ側面手すり

 非重連型のスッキリとした端梁部品

 区名札は「吹一」を印刷

 観音開きの前面点検扉、1本のみ装備された屋上
ホイッスルなどの特徴を再現
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※写真は試作品です


